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家 鷄 ノMesostriatumニ 就 テ

岡山醫科大學解剖學教室(主 任八木田教授)

近 藤 寅 夫

(昭和8年3月15日 受 稿)

Aus dem Anatomischen Institute der Okayama Medizinischen Fakullat

(Direktor; Prof. Dr. K. Yagita).

Uber das Mesostriatum beim Huhn.

VonT

orao Kondo.

Eingegangen am 15. Marz 1933.

Bei Huhnern zerstorte der Verfasser das Mesostriatum verschiedentlich und liess 

die Tiers 3 Wochen lang weiter leben, um dann sie zu tbten und ihre Gehirne mit Hilfe 

der Marchischen Methods zu untersuchen.

Daraus ergibt sich das Folgende

: 1) Das Mesostriatum verbindet sich mit dem Ektostriatum.

2) Es gibt Fasern, die sich vom Mesostriatum nach dem Brachium begeben und 

hier endigen.

3) Das Mesostriatum lasst keine Fasern entstehen, die oralwarts nach dem Hyper 

striatum und Epistriatum ziehen oder Caudalwarts den Nucleus rotundus erreichen.

4) Die beiderseitigen Brachii verbinden sich miteinander. (Autoreferat.)

第1章　 緒 言

Mesostriatum及 ビ之 ヨ リ發 生 セル纎 維 ニ關 シテ ハ,既 ニBumm, Kalischer
, Kappers,

 Boyce及 ビWarrington, Edinger, Wallenberg及 ビHolmes, Rose,大 畑 等 諸 氏 ノ研 究 ア リ

ト雖 モ,同 纎 維 ノ終 止核 ニ關 シテ ハ,或 ハ視 丘 圓 形 核 ナ リ トナ シ,或 ハ視 丘 前核 ナ リ ト云 ヒ
,

或 ハNucleusspiriformis lateralisナ リ ト唱 ヘ ラ レ諸 説 一 致 セズ,之 余 ガ上坂 博 士指 導 ノ下 ニ

本 問 題 ニ ツ キテ研 究 セ シ所 以 ナ リ.
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第2章　 文 獻

1. Kalischer氏 ハ鸚 鵡 ニ ツキ, Mesostriatumヲ

破 壞 シ, 1週 後Nissl氏 法 ニ ヨ リ研 究 セ シガ,主 ト

シテ 術 側 ノ圓形 核 ニ染 色 質 溶解 現 象 ガ現 ハ ルル モ, 

Mesostriatumニ 損傷 ヲ與 ヘテ 數 箇 月 動 物 ヲ生 存 セ

シ ムル 時 ハ,術 側 及 ビ非 術 側 ノ圓 形 核 ノ細胞 ハ 正 常

ナ リ,又Ektostriatumヲ 損 傷 セ シ場 合 ニハMeso

striatumヲ 損傷 セ シ場 合 ヨ リモ弱 キ變 化 ガ現 ハル ト

云 ヘ リ.

2. Kappers氏 ニ據 レバ圓形 核 ニ接 シテ少 シク背

方 ニ同 ジク視 丘 内 部領 域 ニ屬 ス ル前核 ガ 存在 ス,此

前 核 ハ爬 蟲 類 ニ於 ケル ト同 樣 ニ, Mesostriatumト 連

結 シ,殊 ニ其 ノ外 側 部 トTractus Thalamofrontalis 

transversusニ ヨ リテ 重 複 性 ニ結 合 セ リ,該 路 ノ終 止

状 態 ハ, Sala氏 ニ ヨ リテ鍍 銀法 ニヨ リ示 サ レ タ リ ト.

3. Bumm氏 ハ初 メテ 鳥 類 ノ大腦 線 状 體 ヨ リ視 丘

諸 核 ニ至 ル線 状 體 視 丘 背 路(Tractus striothalamicus 

dorsalis)ヲ 記載 セ リ.

4. Boyce及 ビWarrington氏 ハ鷄 及 ビ鳩 ニ於 テ,

其 ノ腦 ヲWeigert氏 法 竝 ニMarchi氏 法 ニ ヨ リ研究

シ,遠 心 性 線 状 體 路 ニ關 シ,大 腦 半 球 ノ 口部 或 ハ全

部 ヲ摘 出 ス ル ニ由 テ顯 ハル ル變 性 纎 維 ハ視 丘 ヲ通過

シ,中 腦 ニ至 リ,動 眼核 ヨ リ少 シ ク口方 ノ高 サ ニテ

一 層 外 方 ニ存 ス ル視葉 ノ細 胞 群 ニ終 止 ス ル ヲ見 タ リ

本 路 ニ接 シ其 ノ腹 側 ニ 中腦 線 状 體 路(Tractus me

sencephalicus striatus)ア リ,尚 ホ線 状 體視 丘 路 ハ

主 トシテ 大 腦 半球 ノ中央 部 ヨ リ起 リ,線 状體 中腦 路

ト共 ニ走 行 ス レ ドモ,其 ノ背 方 ニ位 シ,前 連 合 ノ腹

側 ヲ走 行 シ テ視 丘 諸核 ニ終 ル ト.

5. Edinger, Wallenberg及 ビHolmes氏 等 ハ主

トシテ 鳩 ニ ツキ テ, Marchi氏 法 ニ ヨ リ檢 索 セ リ,氏

等 ニ據 レバMesostriatumハHyperstriatumノ 下方

ニ接 在 セル1ツ ノ彎 曲 セ ル太 キ板 状塊 ヨ リナ リ,其

ノ彎 曲 ニ ヨ リテ形 成 セ ラ レ タル腹 側 ノ内腔 ハ大 腦 膊

ノ神 經 纎維 ニ ヨ リテ 充 サル,而 シテ 同 體 ノ口部 ハ2

ツ ノ突 起 的 部分 ヨ リ成 立 ス ル モ ノ トシ,外 部 ヲ基 底

核(Nncleus basalis),内 部 ヲ傍 嗅 核(Nucleus paro

lfactorius)ト 命 名 セ リ. Mesostriatumハ 其 ノ全 長 ニ

亙 リテ,其 ノ背 側 及 ビ外 側 ヲ全 ク背 髓 板(Lamina

medullaris dorsalis)ノ 纎 維 ニ ヨ リテ 被 ハ レ,且 其 ノ

主 體(Hauptkorper)ハ 之 ヲ 貫 通 セ ル有 髓 纎 維 及 ビ

茲 ニ起 始 セ ル神 經 纎維 ニ ヨ リテ,著 明 ノ線 條 性外 觀

(stark gestreifte Aussehen)ヲ 呈 ス.主 體 ノ腹 内 部

ニハ 同 體 表 面 ニ 平行 セ ル腹 髓 板(Lamina medullaris 

ventralis)ヲ 認 ム.コ ノ髓 板 ノ腹 側 ニ 若干 ノ神 經 細

胞 存 在 ス ル ノ ミナ ラ ズ,更 ニ其 ノ腹 側 ニ於 テ 大腦 膊

ノ 口方端 竝 ニ該 膊 ノ神 經 纎 維 間 ニ多 數 ノ大 多 極 性

神 經 細胞 ノ群 ヲ見 ル,氏 等 ハ 之 ヲ脚 内 核(Nucleus

 entopeduncularis)ト 名 ケ タ リ. Mesostriatumノ 結

合 纎 維 ニ就 テ ハ,尚 ホ 正確 ナ ル知 識 ヲ缺 クモ,其 ノ位

置 及 ビ形 態 ヨ リ論 ズ レ バ 哺乳 動 物 ノ淡 蒼 球(Globus

 pallidus)ニ 類 似 セ リ ト云 ヘ リ.

6. Rose氏 ハ各 種 ノ鳥 腦 ヲ主 トシテBielschowsky

氏 ノKresylviolett染 色 法 ニテ 檢 シ,且 少 數 ノWeigert

氏 變 法 標 本 ヲ參 照 シテ,前 頭腦 ノ細 胞 形 態學 的 區 分

ヲ試 ミタ リ,就 中Mesostriatum中 ニ 存 在 ス ルNu

cleus entopeduncularis(Edinger)及 ビEktostriatum

ニ關 シテ, Feld J(Nucleus entopeduncularisノ 部)

ノ位 置 ハ甚 ダ定 形 的 ニ シテ,常 ニFeld H(Edinger

氏 ノMesostriatum主 體)卜 共 ニ存 在 シ,其 ノ 口部 ハ

概 シテH野 ノ最 大 ナ ル部位 ニ一 致 シ,兩 部 ハ同 時 ニ

大 腦 半 球 後 部 ニ於 テ消 夫 ス ト.且Feld Jハ 其 ノ色 淡

ニ シテ透 明 ナ ル外 觀(helles Aussehen)ヲ 有 ス ルガ

故 ニ,明 ニ周 圍 組 織 ト區 別 シ得 ベ ク,其 ノ内 ニ散 在

性 ニ存 在 ス ル稍 々長 キ多 極 性 大 細胞 ト小 ナ ル 同型 ノ

細 胞 トヲ見 ル ト云 ヘ リ.

7. Kappers氏 ニ據 レバ鳥 類 線 状 體 中腦 路 ハ 主 ト
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シテMesostriatumヨ リ起 始 シ,中 腦 ニ於 テSchroeder

氏 ノNucleus spiriformisニ 終 止 ス.然 レ ドモ本 路 ニ氏

混 ジテHyperstriutum及 ビ其 ノ上方 ニ ア ル大腦 皮 質

ヨ リ發 生 シ,同 樣 ノ徑 路 ヲ ト レル神 經 纎 維 モ存 在 ス

ト.

8.大 畑 氏 ハ 鷄 腦 ヲMarchi氏 法 及 ビNissl氏 法

ニ テ研 究 シ, Nucleus entopeduncularisヨ リ起 始 ス

ル 遠心 性 纎 維 ハ 大腦 膊 ヲ通 過 シ,腹 線 状 體 中 腦 路 ヲ

形 成 シ,間 腦 ヲ經 テ,其 ノ大 部分 ハ 同 側 ノNucleus

 spiriformis lateralisノ 尾 部 ヨ リ該 核 内 ニ入 リ,其

ノ口端 部 ニ至 ル マ デ 同核 ノ全 部 ニ終 止 ス レ ドモ,他

ノ一 小 部 分 ハ 中 腦 頂 部 ニ殘 留 シテ逐 次 同 側 網 樣 質

ニ分 布 シ,終 ニ赤 核 尾 部 ノ高 サ ニ テ 消失 ス.而 シテ

Ektostriatum及 ビNucleus entopeduncularisヨ リ發

生 ス ル遠 心 性神 經 纎維 ハ 共 ニ同 側 ニ留 リ交 叉 ス ル コ

トナ シ ト云 ヘ リ.

第3章　 自 家 實 驗

家鷄 ノ頭皮 ヲ正 中線 ヨリ少 シク左方ニテ矢 状 ノ方

向 ニ切開 シ,左 右ニ開 キ,骨 ヲ破 リ,左 側大腦半球

ヲ現 ハシ,其 ノ中央部 ヨリ少 シク内方,或 ハ少 シク

口方,或 ハ少 シク尾方 ニテ,或 ハ深ク,或 ハ淺 ク,

背方 ヨ リ腹 方ニ向テ尖刄刀 ヲ刺入 シ,止 血後皮膚 ヲ

縫合セ リ.術 後3週 間ヲ經 テ動物 ヲ殺 シ腦 ヲ摘 出 シ,

 Marchi氏 法 ニテ處置 シ,前頭斷連續 切片 ヲ作 リテ精

査 セ リ.術 後動物ハ著 シキ症状 ヲ示サザ リキ.摘 出

セ シ腦 ニハ各例 トモ殆 ド肉眼的變 化ヲ見 ズ.

實 驗I. MesostriatumヲEktostriatumノ 内側

ニ於 テHyperstriatumヨ リBrachiumニ 至 ル マ デ損

傷 セ シ メ シ モ ノ.

第1例　 (第1圖 乃 至 第5圖 及 ビ第15圖 乃至 第

19圖)

顯 微 鏡 的 所 見

1) Ektostriatum口 部 ノ高 サ

(第1圖 及 ビ第15圖)

第1圖

Hyperstriatumノ 内 側 部 ニ背 腹 ノ方 向 ヲ トレ ル刺

創 ア リ, Ektostriatum殊 ニ其 ノ内 側 部 ニ中等 大 ノ黒

色 顆 粒 稍 々多 ク存 在 セ リ, Mesostriatum及 ビ其 ノ腹

方 ノ細 胞 群 中 ニモ稍 々多 ク ノ變 性 顆粒 ヲ認 メ,反 對

側Mesostriatum腹 側 ノ細 胞 群 中 ニ モ中 等 量 ノ中 等

大 變 性 穎 粒 ヲ見 ル.

2) Ektostriatum中 央 部 ノ高 サ

(第2圖 及 ビ第16圖)
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第2圖

Ektostriatumノ 内側 ニ背 腹 ノ方 向 ヲ取 レル刺 創 ア

リ, Ektostriutum及 ビMesostriatum殊 ニNucleus

 entopeduncularis及 ビBrachium中 ニ中 等 大 ノ變 性

顆 粒 稍 々多 ク存 在 セ リ,之 ニ反 シHyperstriutum及

ビEpistriatumハ 無變 ナ リ.反 對 側 ノTrachium中

ニ モ中 等 量 ノ中 等 大變 性 顆 粒 ヲ見 ル.

3) Ektostriatum尾 部 ノ高 サ

(第3圖 及 ビ第17圖)

第3圖

Ektostriatumノ 内 側 ヨ リMesostriatumニ 及 ブ刺

創 ア リ, Ektostriatum殊 ニ其 ノ内 側 部, Mesostriatum

及 ビBrachium内 ニハ 中等 量 ノ中 等大 變 性顆 粒 ヲ見

ル. Hyperstriatum及 ビEpistriatumハ 無變 ナ リ.

反 對側 ノBrachium中 ニモ中等量 ノ中等 大變 性顆粒

存在 セ リ.

4)前 連合 ノ高サ

(第4圖 及 ビ第18圖)
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第4圖

損傷 部 ハ 消失 セ リ. Ektostriatum及Mesostriatum

ハ 中等 大 ノ變 性 顆 粒 ヲ稍 々多 ク含有 シ, Brachium

ノ外 側 部 ニハ 大 ナ ル顆 粒 ノ點 在 セ ル ヲ見 ル. Hype

rstriatum及 ビEpistriatumニ ハ變 化 ナ シ.反 對 側 ノ

Brachiumノ 外 側 部 ニ モ變 性 顆粒 ヲ認 ム.

5)前 連 合 ヨ リ後 方 ノ高 サ

(第5圖 及 ビ第19圖)

僅 ニ殘 レルEktostriatum及 ビMesostriatum内 ニ

第5圖

稍 々多 クノ中 等 大 黒色 顆 粒 ヲ見 ル, Brachium内 ニ

ハ 粗 大 ノ變 性 顆 粒 稍 々多 ク存 在 セル モ, Epistriatum

及 ビHyperstriatumニ ハ變 化 ヲ見 ズ.反 對 側 ノBra

chium内 ニモ中 等 大變 性 顆 粒 ノ中等 量 ヲ見 ル.

第2例

第1例 ヨ リ少 シク尾 方 ニテ殆 ド同樣 ノ損傷

ヲ與 ヘ シモ ノ(第6圖 乃至第10圖 及 ビ第20

圖 乃至第24圖)
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顯微鏡的所見

1) Ektostriatum口 部 ノ高 サ(第6圖 及 ビ第20圖)

第6圖

損 傷 ナ ク, Ektostriatum及 ビMesostriatum中 ニ

中等量 ノ微細變性顆粒 ヲ認 ム.

2) Ektostriatum中 央 部 ノ高 サ

(第7圖 及 ビ第21圖)

第7圖

此 部 ノ斷 面 ニ モ損傷 ナ ク,變 性 顆 粒 ハEktostria

tum, Mesostriatum殊 ニNucleus entopeduncularis

及 ビBracbium中 ニ中 等 量 ニ存 在 セ リ. Hyperstria

tum及 ビEpistriatumハ 變 化 ナ シ.反 對 側 ノBra

chium中 ニ モ中 等 量 ノ微 細 變 性 顆粒 ヲ認 ム.

3) Ektostriatum尾 部 ノ高 サ

(第8圖 及 ビ第22圖)

此 部 ノ斷 面 ニ テハEktostriatumノ 内 側 ニ接 シテ,

 Hyperstriatumヨ リBracbiumニ 至 ル長 キ刺 創 ア リ

Hyperstriatum中 ニハ 只 損 傷 部 ノ附 近 ニ於 テ微 細 變

性 顆粒 ヲ認 ムル ノ ミ. Ektostriatum中 ニハ,中 等

大 ノ變 性 顆 粒 中 等量 ニ存 在 シ, Mesostriatum及 ビ

Brachiumニ ハ 多 數 ノ中 等 大 乃至 粗 大 ナ ル 黒 色 顆 粒

存 在 セ リ. Epistriatumハ 無 變 ナ リ.反 對 側 ノBra

chiumノ 外 側 部 中 ニモ,僅 數 ノ微 細 變 性 顆 粒 ヲ見

ル.
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第8圖

4)前 連 合 ノ高 サ

(第9圖 及 ビ第23圖)

此 部 ノ斷 面 ニハ損 傷 ナ ク,變 性 顆 粒 ハEktostria

tum, Mesostriatum及 ビBrachium内 ニ中 等 大 ノ

モ ノ稍 々多 數 ニ存 在 セ リ. Hyperstriatum及 ビEpi

striatumハ 變化 ナ シ.反 對 側 ノBrachiumノ 外 側 部

ニ モ少 數 ノ微 細變 性 顆粒 ヲ認 ム.

第9圖

5)圓 形 核 ノ高 サ

(第10圖 及 ビ第24圖)

此 部 ニテ ハBrachium ventralis及 ビdorsalis内 ニ

中等大 乃至粗大 ナル黒色顆粒 ア リ.圓 形核及 ビ其 ノ

他 ノ部 ニ變 性顆粒 ヲ見 ズ.反 對側 ノBrachium中 ニ

僅 數 ノ微細變性顆粒存在 セ リ.
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第10圖

實 驗II. MesostriatumヲEktostriatumノ 尾 部

ノ高 サ ニ テ損 傷 セ シ メ シ モ ノ(第11圖 乃 至 第14圖

及 ビ第25圖 乃至 第27圖)

顯 微鏡 的所 見

1) Ektostriatum口 部 ノ高 サ

(第11圖)

第11圖

此 部 ノ斷 面 ニ 於 テハ 損 傷 ナ ク,中 等大 ノ變 性 顆 粒

ハEktostriatum及 ビMesostriatum中 ニ多 數 ニ存 在

セ リ. Epistriatum及 ビHyperstriatumハ 無變 ナ リ.

2) Ektostriatum尾 部 ノ高 サ

(第12圖 及 ビ第25圖)

此 部 ノ斷 面 ニ テハMesostriatumニ 背 腹 ノ方 向 ヲ

取 レ ル刺 創 ア リ.變 性 顆 粒 ハ損 傷 部 ヲ中 心 トシテ

中 等 大 ノモ ノ多 數 ニ存 在 セ リ, Ektostriatum及 ビ

Brachiumノ 外 側 部 中 ニハ 小 數 ノ微 細 變 性 顆 粒 ヲ見

ル. Hyperstriatum及 ビEpistriatumハ 無 變 ナ リ.

反 對 側 ノBrachium外 側 部中 ニモ 僅 數 ノ微 細變 性 顆

粒 ヲ認 ム.
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第12圖

3)前 連合 ノ高サ

(第13圖 及ビ第26圖)

此部 ノ斷面 ニテハ損傷部消失 セ リ, Brachium中

ニハ其 ノ外側部 ニ粗大 ナル黒 色 顆 粒 多 數 ニ存 在 セ

リ,然 レドモ他部 ニハ變 性顆粒 ヲ見 ズ.之 ニ反 シ反

對側 ノBrachium中 ニハ少數 ナガ ラ中等大 ノ變性 顆

粒 ヲ認 ム.

第13圖

4)圓 形 核 ノ高 サ

(第14圖 及 ビ第27圖)

此 部 ノ斷 面 ニ於テ ハ 變 性 顆粒 ハBrachium ventra

lisノ 外 側 部 中 ニ存 在 セ リ,圓 形核 ニ ハ變 化 ナ シ.反

對 側 ノBrachium中 ニ モ中 等 大 ノ變 性 顆 粒 ヲ認 ム.
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第14圖

第4章　 考 察

實 驗Iノ 第1例 ニ於 テ ハMesostriatumヲEktastriatumノ 内 側 ニテHyperstriatumヨ リ

Brachiumニ 至 ル マデ損 傷 セ シ メタ リ.之 ニ由 テ 生 ゼ シ變 性 顆 粒 ハHyperstriatumニ テ ハ,

只 損 傷 部 ニ於 テ之 ヲ見 ル ノ ミ.之 ニ反 シMesostriatumハ 損 傷 部 以 外 ニ於 テ モ 口方 ヨ リ尾 方 ニ

至 ル全 長 ヲ通 ジ,變 性 顆 粒 ヲ示 セ リ. Ektostriatumハ 少 シモ損 傷 ヲ蒙 ラザ ル ニ拘 ラズ,其 ノ内

側 部 ニ於 テ 口方 ヨ リ尾 方 ニ至 ル全 長 ヲ通 ジ,多 ク ノ變 性 顆 粒 ヲ含 メ リ. Mesostriatumヨ リ尾 方

ニ於 テ ハ, Brachiumノ 外側 部 中 ニ變 性 顆 粒 ノ存 在 ヲ 見タ ル ノ ミナ ラズ
,反 對 側 ノBrachium

中 ニ モ,僅 數 ノ變 性 顆 粒 ヲ認 メタ リキ.

實 驗Iノ 第2例 ニ於 テハ,第1例 ヨ リ少 シ ク尾 方 ニ於 テ第1例 卜殆 ド同 樣 ノ損 傷 ヲ與 ヘ

タ ル ニ,變 性 顆 粒 ノ所 見 モ第1例 ト殆 ド同樣 ナ リキ.尾 方 圓形 核 ノ高 サ ニ於 テ ハ, Brachium

 ventralis及 ビdorsalis内 ニ中等 大 乃 至 粗 大 ナル 黒色 顆 粒 ヲ 見 タ レ ドモ,圓 形核 及 ビ其 ノ他 ノ

部 ニハ毫 モ之 ヲ認 メザ リキ.之 ニ反 シ反 對側 ノBrachium中 ニ,變 性 顆 粒 ノ存 在 セル ハ第1例

ト同樣 ナ リキ.

實驗IIニ 於 テ ハMesostriatumヲEktostriatumノ 尾 部 ノ高 サ ニ於 テ損 傷 セ シメタ リ.之 ガ

タ メニ生 ゼ シ變 性顆 粒 ハ口方 ニ テ ハ, Ektostriatum中 ニ,尾 方 ニ テハBrachiumニ 出 現 シ,

 Hyperstriatum圓 形核 等 ハ全 ク 無變 ナ リキ.

之 ヲ以 テ見 レバMesostriatumハ 口方 ハEktostriatumト 尾 方 ハBrachiumト 互 ニ連 結 スル

コ ト疑 ヲ容 レズ.反 對側 ノBrachium外 側 部 ニモ變 性 顆 粒 ノ存 在 セ シコ トハ,實 驗Iト 全 ク同

樣 ナ リキ.之 ヲ 以 テ 見 レバ 左 右Brachiumモ 互 ニ連 結 ス ル コ ト確 實 ナ リ.
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以 上 ノ 事 實 ハBumm, Kalischer, Kappers, Boyce及 ゼWarrington, Edinger, Wallenberg

及 ビHolmes, Rose,大 畑 等 諸 氏 ノ 實 驗 成 績 ト一 致 セ ザ ル 所 ナ リ.

第5章　 結 論

1.家 鷄 ニ於 テハMesostriatumトEktostriatumト ハ互 ニ連 結 ス.

2. Mesostriatumヨ リ發 シ, Brachiumニ 至 リ茲 ニ終 止 スル神 經 纎 維 ア リ.

3. Mesostriatumヨ リ口 方Hyperstriatum及 ビEpistriatumニ 至 ル神 經 纎 維 ナ ク,又 尾 方

圓 形核 ニ至 ル神 經 纎 維 モ之 ヲ見 ズ.

4. Brachiumハ 左 右 互 ニ連 結 ス.

此稿 ヲ終 ルニ臨 ミ恩師 上坂教授 ノ御懇 篤ナル御指導 ト御 校閲 トニ對 シ滿腔 ノ謝意 ヲ表 ス.
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挿 圖 及 ビ附 圖 説明

第1圖　 MesostriatumヲEktostriatumノ 内側 ニ

於 テHyperstriatumヨ リBrachiumニ 至

ル マ デ損 傷 セ シ メ シ タメ ニ生 ゼ ルEkto

striatum口 部 ノ高 サ ニ於 ケ ル損 傷 部 及 ビ

變 性 顆 粒

第2圖　 同 上Ektostriatum中 央 部 ノ高 サ ニ 於 ケ

ル損傷 部及 ビ變 性顆粒

第3圖　 同上Ektostriatum尾 部 ノ高 サニ於 ケル

損傷部及 ビ變性顆粒

第4圖　 同土前連合 ノ高サニ於ケル變性顆粒

第5圖　 同上 前 連 合 ヨ リ後 方 ル高 サ ニ於 ケ ル變 性

顆 粒

第6圖　 MesostriatumヲEktostriatumノ 内側 ニ

於 テ 其 ノ尾 部 ヲ損 傷 セ シ メ シ タ メ ニ生 ゼ

ルEktostriatum口 部 ノ高 サ ニ於 ケ ル變

性顆粒

第1圖　 同上Ektostriatum中 央 部 ノ高サ ニ於 ケ

ル變 性顆粒

第8圖　 同上Ektostriatum尾 部 ノ高サ ニ於 ケル

損傷部及 ビ變 性顆粒
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策9圖　 同 上 前連 合 ノ高 サ ニ於 ケル 變 性 顆粒

第10圖　 同 上 圓 形核 ノ高 サ ニ於 ケル 變 性 顆 粒

第11圖　 MesostriatumヲEktostriatumノ 尾 部 ノ

高 サ ニ 於 テ 損 傷 セ シ メ シ タ メニ生 ゼ ル

Ektostriatum口 部 ノ高 サ ニ於 ケ ル變 性顆

粒

第12圖　 同 上Ektostriatum尾 部 ハ高 サ ニ於 ケル

損 傷 部 及 ビ變 性 顆 粒

第13圖　 同 上 前連 合 ノ高 サ ニ於 ケル變 性顆 粒

第14圖　 同 上 圓形 核 ノ高 サ ニ於 ケ ル變 性 顆 粒

第15圖　 MesostriatumヲEktostriatumノ 内 例 ニ

於 テHyperatriatumヨ リBrachiumニ 至

ル マ デ損傷 セ シメ シ タメ ニ生 ゼ ルEkto

striatam口 部 ハ高 サ ニ於 ケルEktostria

tum内 ノ變 性 顆粒

第16圖　 同 上Ektostriatum中 央 部 ハ高 サ ニ 於 ケ

ルMesostriatum内 ノ變 性顆 粒

第17圖　 同上Ektostriatum尾 部 ハ高 サ ニ 於 ケ ル

Ektostriatum及 ビMesostriatum内 ノ變

性 顆粒

第18圖　 同 上 前連 合 ノ高 サニ於 ケ ルMesostriatum

及 ビBrachium内 ハ變 性 顆 粒

第19圖　 同 上 前連 合 ヨ リ後 方 ノ高 サ ニ於 ケルBra

chium内 ノ變 性 顆 粒

第20圖　 MesostriatumヲEktostriatumノ 内 側

ニ於 テ其 ノ尾 部 ヲ損 傷 セ シ メ シ タ メニ 生

ゼ ルEktostriatum口 部 ノ高 サ ニ於 ケル

Ektostriatum内 ノ變 性 顆 粒

第21圖　 同 上Ektostriatum中 央 部 ノ高 サ ニ於 ケ

ルMesostriatum内 ノ變 性 顆 粒

第22圖　 同 上Ektostriatum尾 部 ノ高 サ ニ於 ケ ル

損 傷 及 ビMesostriatum中 ノ變 性 顆 粒

第23圖　 同上 前 連 合 ノ高 サ ニ 於 ケ ルBrachium内

ノ變 性 顆 粒

第24圖　 同 上圓 形 核 ノ高 サ ニ 於 ケ ルBrachium内

ノ變 性顆 粒

第25圖　 MesostriatumヲEktostriatumノ 尾 部

ノ高 サ ニ テ損 傷 セ シメ シ タ メ ニ 生 ゼ ル

Ektostriatum尾 部 ノ高 サ ニ於 ケ ルEkto

striatum及 ビMesostriatum内 ノ變 性 顆

第26圖　 同 上前連 合 ノ高 サ ニ 於 ケルBrachium内

ノ變 性 顆 粒

第27圖　 同 上 圓 形 核 ノ高 サ ニ 於 ケルBrachium

 ventralis内 ハ變 性 顆 粒

略 字 説 明

Br.=Brachium cerebri. C. a.=Commissura anterior. Ekt.=Ektostriatum. Hyp.=

Hyperstriatum. L.=Lasionsstelle. Meso.=Mesostriatum. N. r.=Nucleus rotundus.
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